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次号予告　　63 巻　5号 ヘッドライン　：　ヨウ素の化学

　近畿支部企画として，小学校から大学院あるいは社会人教育までを視野に入れ，
身近な疑問を解決するようなヘッドライン記事を「市民として必要な基礎・基本の
化学」の統一テーマのもとに企画してきた。9回目の今回は，児童・生徒・学生か
らでてきた疑問について紹介し，その疑問を教室でどのような工夫をして解決した
かを説明する。

ヘッドラインテーマ： 市民として必要な基礎・基本の化学Ⅸ
―児童・生徒・学生からでてきた疑問―

　明治 30（1897）年に京都帝国大学理工科大学が創立された翌年に製造化学科
（大正 3年に理科大学と工科大学が分離した際に工業化学科に名称変更）が設置さ
れました。昭和 12（1937）年当時の工学部工業化学教室の写真を本号 207 ページ
に掲載しています。その後，燃料化学（石油化学）科，化学機械学（化学工学）
科，繊維化学（高分子化学）科，合成化学科，そして分子工学専攻が独立し，平成
5（1993）年の大学院重点化により，現在の工学研究科化学系 6専攻（材料化学，
物質エネルギー化学，分子工学，高分子化学，合成・生物化学，化学工学）への再
編成が行われました。平成 15（2003）年には，工学研究科化学系の各研究室が現
在の桂キャンパス（表紙の写真）に移転し，工学部 3回生までは大学本部のある吉
田キャンパスで過ごし，4回生以降大学院生は桂キャンパスをはじめ，宇治キャン
パス，本部キャンパスなどで研究を行っています。

表紙の言葉　京都大学工学研究科化学系


